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Short-term survival language training course –  





This paper describes an intensive blended learning program, ABLE+ (Action-Based Language  Empowerment), 
being developed in the Department of Applied Computer Sciences at Shonan Institute of Technology (SIT) in 
Fujisawa, Japan, with the goal of training absolute beginners in a target language so that they can function at 
survival level as quickly as possible. The program incorporates an initial week of online training followed by two 
weeks of classroom instruction. Participants are then flown overseas and tested in situ to ascertain the 
effectiveness of their training. Overall course structure, pedagogical approach and principles, criteria for 
participant selection, and advantages of online and in-class training will be discussed, followed by general 
observations regarding the research objectives of how learners perceive their success in using the L2 to 
communicate onsite to complete specific functional goals, as well as identification of changes in their self-efficacy, 
or perception of themselves as language learners. 
 





































く。そこで学習したことを試し、二人一組、または*湘南工科大学 工学部 ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ応用学科 教授 
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3.1. ABLE と本学の ABLE＋ 
 本学の学生に外国語学習をもっと身近に感じても




ス の 外 国 語 学 習 ／ Action-Based Language 
Empowerment (ABLE)」であるが、本学の学生のニ
ーズに合わせて修整されている。 




























 初期の 8 年間は春休みに 3 週間の講座として開か
れた。授業は 2 週間かけて 10 日行い、その後、現地
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図 1 一般的な教科書による学習方法 (縦)
短時間語学サバイバル学習－次世代型外国語学習モデル－（メイビン） 














 アクションベースの教授法は Asher (1996)7）の
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かし、これは ABLE と ABLE＋の標準的な指導
ではない。 
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・現地の家庭に 2～3 日ホームステイをする。 










5. ABLE 型授業研修の取り組みと所見 
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参考資料１ 
Spanish-ABLE  [2016/02/12] 








ファンクション（学習内容）     ✓ 
あいさつ、自己紹介                  
興味があることについての話              
家族についての話                   
仕事についての話                   
チェックインするときの手続き             
道路で道を尋ねる                   
道路で道を教える                   
レストランで食べ物を注文する時            
買い物（値切り方も含む）               
旅行計画（スケジュール）の確認            
公共交通機関を使う（電車、バスなど）         
切符を購入する（例：電車）              
電話で連絡をとる                   
ホームステイ先との交流                
人と約束を取りつける                 
電話で約束を取りつける                
薬局で自分の症状を説明する              
警察に危険について説明する              
床屋／美容室                     
天気予報を確認する                  
基本的な情報を読む（例：メニュー）          
その他：                       
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参考資料 2 
Spanish-ABLE  [2016/02/12] 
参加者番号：        場所：SIT 
 
Revised：2016/02/12 
アンケート 2：事前 E-ラーニング 
 
下にある質問を読み、答えを書くか、あなたの意見に近いものにチェックをつけてください。 




（  ） この言葉を話す国へ訪れることに興味があるからです。 （国名：          ） 
（  ） この言葉を話す国に訪れたことがあるからです。    （国名：         ） 
（  ） この言葉を話す国からきた友達がいるからです。       （国名：         ） 
（  ） この言葉を話す国の文化に興味があるからです。 
     →具体的に（例：食べ物や音楽）：                        
（  ） 色んな言葉を勉強するのが好きだからです。 
（  ） この言葉を勉強することには了承しましたが、特に興味があるわけではありません。 







全然ダメ      ダメ         できる     とてもできる 
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参考資料 3 
Spanish-ABLE  [2016/02/19] 








したくない   あまりしたくない   まあまあしたい   ぜひしたい 
  理由を教えてください： 
 
 
２．あなたは実際にどの位インターネット講習を行ないましたか？    時間   分 
 
３．あなたはこのインターネット講習が効果的だったと思いますか？ 
いいえ      そうでもない    まあまあそう思う     はい 
  理由を教えてください： 
 
 
４．スペイン語でのコミュニケーションができると感じましたか？ はい   いいえ 
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参考資料 4 
Spanish-ABLE  [2016/02/28] 
参加者番号：        場所：SIT 
 
Revised: 2016/02/28 

























６．どの学習法が好みでしたか？（どちらか 1 つだけチェック）  インターネット講習 
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参考資料 5 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 




1. 家からバスで Centro に 9:00 までに集合する 
2. Casa Montejo にある銀行でお金を両替する（カメラ厳禁） 
3. Garcia Rejon 市場へ行く 
4. Garcia Rejon 市場で朝食を食べる 
5. Casas Camelas に行く 
6. Casas Camelas の家の前で誰かに写真を撮ってもらう（一緒に写真を撮ってもらうのでも OK!） 
7. Lucas de Galvas 市場へ行く 
8. Lucas de Galvas 市場で市場用かばんを買う 




13. Auto Progreso 駅へ行く 
14. Auto Progreso 駅で Progreso-行きの 12 時すぎのバスの時間と値段を聞いてください（後で買う為） 
15. Plaza Grande に戻る 
16. Plaza Grande にある Café Punta del Cielo で集合する 
 





 できるだけ楽しんでみてください。あなたは 15 時間以下しかスペイン語を勉強してないのですから！ 
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参考資料 5 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 
   Revised: 2016/02/28 
あなたは１～４のどの段階ですか？ 



























1   2   3   4 1   2   3   4 




1   2   3   4 1   2   3   4 





























1   2   3   4 1   2   3   4 



















1   2   3   4 1   2   3   4 
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参考資料 6 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 




1. 家からバスで Centro に 9:00 までに集合する 
2. Garcia Rejon / Santa Ana / Santiago 市場へ行く 
3. Garcia Rejon / Santa Ana / Santiago 市場で朝食を食べる 
4. Casas Gemelas / Museo Canton / Monumento a la Bandera に行く 
5. Casas Gemelas / Museo Canton / Monumento a la Bandera の家の前で誰かに写真を撮ってもらう 
 （一緒に写真を撮ってもらうのでも OK!） 
6. Iglesia Monjas へ行く 
7. Iglesia Monjas の隣にある Casa de las Artesanias でお土産をひとつ買う 




12. Came 駅へ行って、駅の中で座って待ってください 
 





 できるだけ楽しんでみてください。あなたは 15 時間以下しかスペイン語を勉強してないのですから！ 
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参考資料 6 
Spanish-ABLE  [2016/03/01] 
参加者番号：        場所：Merida 
   Revised: 2016/02/28 
あなたは１～４のどの段階ですか？ 



























1   2   3   4 1   2   3   4 




1   2   3   4 1   2   3   4 





























1   2   3   4 1   2   3   4 



















1   2   3   4 1   2   3   4 
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参考資料7 
Spanish-ABLE  [2016/04/05] 
参加者番号：         場所：SIT 
 
           Revised: 2016/04/04 
 









1 か ら 4 ま で の 中 で 、 あ な た が 最 も 当 て は ま る と 思 う 数 字 に 丸 を 付 け て 下 さ い 。 
（１：かなりギリギリの状態 ～ ４：そう難しくはない内容） 
 
行ったファンクション（✓）          行った成果        行わなかったができる？ 
          （番号に丸を付ける） どの位のレベルで？（丸を付ける） 
 
( ) あいさつ   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 自己紹介   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 家族の紹介   1   2   3   4  1   2   3   4 
 ( ) チェックインの手続き  1   2   3   4  1   2   3   4  
( ) 買い物 (値切り方を含む)  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 買い物(別の商品を尋ねる)   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 公共交通機関を使う(電車,バス) 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 電車の切符を買う (予定通りの) 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 道路で道を尋ねる   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 道路で道を教える   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) レストランでメニューを尋ねる 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 料理を注文する   1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) レストランでお会計をする  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 誰かとコミュニケーション  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 写真を撮る為にお願いする  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 簡単な電話連絡をする  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 病院で症状を説明する(医者へ) 1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 薬を購入する (薬局等で)  1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) 緊急事態に対処する（警察） 1   2   3   4  1   2   3   4 
 ( ) その他：    1   2   3   4  1   2   3   4 
( ) その他：    1   2   3   4  1   2   3   4 
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参考資料7 
Spanish-ABLE  [2016/04/05] 
参加者番号：         場所：SIT 
 

























4. 言語を学習する方法についての考え方が、この講習で変わりましたか？        はい / いいえ 









6. この語学学習を終え、別の言語学習に興味がでましたか？            はい／いいえ 
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湘南工科大学で行ったABLE,ABLE+の参加者データの一覧






































2016 スペイン語 メキシコ 7名 7名 男4名・女3名
2014 中国語 中国 7名
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